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学
と
政
治
学
の
手
法
を
駆
使

し
て
究
明
し
、
わ
が
国
の
道

路
政
策
の
全
体
像
を
分
か
り

や
す
く
解
き
明
か
し
た
。

　
太
田
教
授
は
同
著
で
、
２

０
２
０
年
度
日
本
交
通
学
会

賞
も
受
賞
し
て
い
る
。

　
中
国
遼
寧
省
瀋
陽
出
身
。
２

０
０
３
年
に
来
日
し
日
本
語
学

校
に
２
年
間
通
っ
た
後
、
専
大

に
入
学
し
た
。
松
岡
啓
祐
ゼ
ミ

で
は
会
社
の
成
り
立
ち
や
企
業

法
制
な
ど
を
学
ん
だ
。
成
長
性

豊
か
な
中
小
企
業
に
興
味
を
持

ち
、「
自
ら
起
業
す
る
」
夢
を

育
ん
だ
。

　
１
年
次
に
は
王
伸
子
国
際
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
教
授

の
指
導
の
も
と
、
留
学
生
日
本

語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
に
参

加
し
優
勝
。
２
年
次
に
は
１
年

間
休
学
し
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
に
語
学
留
学
を
し
た
。
日
本

語
・
英
語
と
も
に
習
得
に
苦
労

し
た
が
、「
将
来
絶
対
に
必
要

に
な
る
」
と
い
う
強
い
気
持
ち

で
学
び
、
身
に
つ
け
た
。
在
学

中
、
精
力
的
に
行
動
を
起
こ
し

た
李
さ
ん
は
「
学
生
時
代
に
し

か
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
。
限

ら
れ
た
時
間
を
有
効
に
使
っ
て

さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
挑
戦
し
て

ほ
し
い
」
と
在
学
生
に
ア
ド
バ

イ
ス
す
る
。

　
卒
業
後
は
旅
行
会
社
に
就

職
。
そ
の
後
、
将
来
の
起
業
を

見
据
え
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
働
け

る
非
鉄
金
属
商
社
に
転
職
し

た
。「
商
品
知
識
、
貿
易
実
務
、

商
談
ス
キ
ル
な
ど
現
在
の
仕
事

の
土
台
は
す
べ
て
、
こ
の
と
き

に
培
っ
た
」
と
当
時
を
振
り
返

る
。
そ
し
て
16
年
、
子
ど
も
の

誕
生
を
機
に
大
き
な
決
断
を
す

る
。
経
験
を
生
か
し
、
非
鉄
金

属
と
樹
脂
の
輸
出
入
を
手
掛
け

る
Ｅ
Ｂ
Ｃ
株
式
会
社
を
設
立
。

学
生
時
代
か
ら
の
夢
を
か
な
え

た
。

　
し
か
し
現
実
は
甘
く
な
く
、

起
業
直
後
は
仕
事
に
恵
ま
れ
な

い
状
態
が
し
ば
ら
く
続
い
た
。

そ
れ
で
も
諦
め
る
こ
と
な
く
、

顧
客
の
困
り
事
を
地
道
に
解
決

し
信
頼
関
係
を
構
築
。
徐
々
に

取
引
を
広
げ
て
い
っ
た
。
現
在

は
得
意
の
語
学
を
生
か
し
て
中

国
や
韓
国
、
ド
イ
ツ
な
ど
に
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
き
、
高
品
質

の
商
材
を
日
本
国
内
に
供
給
。

「
世
の
中
に
必
要
と
さ
れ
る
会

社
に
成
長
さ
せ
た
い
」
と
笑
顔

で
語
る
。

　
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
多
忙
な

仕
事
の
合
間
を
縫
っ
て
ラ
ン
ニ

ン
グ
を
楽
し
む
。
フ
ル
マ
ラ
ソ

ン
を
３
時
間
以
内
で
完
走
す
る

「
サ
ブ
３
」
が
目
下
の
目
標
だ
。

数
年
前
か
ら
は
視
覚
障
が
い
者

の
伴
走
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
始

め
、
練
習
会
や
大
会
に
定
期
的

に
参
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
中

国
語
を
学
び
た
い
人
た
ち
に
会

話
の
機
会
を
提
供
す
る
「
お
し

ゃ
べ
り
会
」
を
開
催
し
、
延
べ

３
５
０
０
人
の
学
び
を
サ
ポ
ー

ト
。
来
日
し
た
留
学
生
の
支
援

に
も
尽
力
す
る
な
ど
、
日
本
と

海
外
の
民
間
交
流
に
積
極
的
に

関
わ
り
続
け
て
い
る
。

　「
今
の
自
分
が
あ
る
の

は
、
学
生
時
代
に
手
を
差
し

伸
べ
て
く
れ
た
多
く
の
人

た
ち
の
お
か
げ
。
少
し
で
も

恩
返
し
が
で
き
れ
ば
う
れ
し

い
」
と
話
す
李
さ
ん
。
こ
れ

か
ら
も
仕
事
に
、
趣
味
に
、

社
会
貢
献
活
動
に
全
力
で
取

り
組
ん
で
い
く
。

李
り

 振
し ん

全
ぜ ん

さん （平22法）

起業の夢を実現 社会に恩返しがしたい

非鉄金属商社を経営

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
室
へ

　
大
学
で
学
生
お
よ
び
教
職
員
の
皆
さ
ん

が
、
大
い
に
勉
学
に
励
み
、
そ
れ
ぞ
れ
の

職
域
で
研
究
・
教
育
・
労
働
に
専
念
す
る

こ
と
は
貴
重
な
権
利
で
す
か
ら
、
良
好
な

勉
学
・
研
究
・
教
育
お
よ
び
労
働
環
境
が

保
持
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
た
い
へ
ん
残
念
な
こ
と
に
、

キ
ャ
ン
パ
ス
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
後
を
絶

ち
ま
せ
ん
。

　
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
、
職
務
上
の
地
位
や

人
間
関
係
を
背
景
に
、
相
手
側
の
意
に
反

す
る
不
適
切
な
発
言
や
行
為
等（
言
動
）を

行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
相
手
方
の
人
格
や

尊
厳
を
大
き
く
損
な
う
人
権
侵
害
行
為
で

あ
り
、
良
好
な
勉
学
環
境
、
研
究
・
教
育

環
境
、
そ
し
て
労
働
環

境
を
悪
化
さ
せ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
が

あ
っ
て
は
、「
学
問
と

教
育
の
府
」
で
あ
る
大

学
の
社
会
的
役
割
と
使

命
は
果
た
せ
な
い
こ
と

に
な
り
ま
す
し
、
個
人

の
尊
厳
と
人
権
を
守
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
本
学
で
は
、「
専
修
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス

・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
規
程
」
を
制
定

し
、
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防

止
と
解
決
に
向
け
て
「
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
室
」（
対
策
室
）
が
置

か
れ
て
い
ま
す
。

　
不
幸
に
し
て
、
皆
さ
ん
が
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
被
害
を
受
け
て
し
ま
い
、
勉
学
、
研
究
・

教
育
や
仕
事
が
手
に
つ
か
な
い
よ
う
な
状

況
に
立
ち
至
っ
た
と
き
に
は
、
ま
ず
は
対

策
室
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
担
当
の
相
談

員
が
親
身
に
な
っ
て
一
緒
に
問
題
の
解
決

方
法
を
探
り
ま
す
。

　
対
策
室
は
、
学
内
の
ど
の
機
関
か
ら
も

独
立
し
て
お
り
、
公
正
・
中
立
な
立
場
か

ら
問
題
を
取
り
扱
い
ま
す
し
、
対
策
室
員

に
は
厳
し
い
守
秘
義
務
が
課
さ
れ
て
い
ま

す
か
ら
、
個
人
情
報
は
厳
重
に
保
護
さ
れ

ま
す
。
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
人
権
侵
害
で

す
。
ひ
と
り
で
悩
む
こ
と
な
く
、
ぜ
ひ
と

も
対
策
室
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
（
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

 

対
策
室
長
　
内
藤
光
博
）
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久
木
元
美
琴
文
学
部
教
授

が
、
お
茶
の
水
女
子
大
学
賞

の
一
つ
「
第
５
回
小
泉
郁
子

賞
」
を
受
賞
し
た
。

　
小
泉
郁
子
賞
は
、
人
文
社

会
科
学
の
諸
分
野
で
顕
著
な

　
太
田
和
博
商
学
部
教
授
が

国
際
交
通
安
全
学
会
の
２
０

２
０
年
度
学
会
賞
（
著
作
の

部
）
を
受
賞
し
た
。

　
受
賞
し
た
の
は
『
日
本
の

道
路
政
策

｜
｜

経
済
学
と

政
治
学
か
ら
の
分
析
』（
２

０
２
０
年
・
東
京
大
学
出
版

会
）
。
膨
大
な
体
系
を
持
つ

道
路
政
策
の
本
質
を
、
経
済

　『
専
修
大
学
史

紀
要
』
第
13
号
が

発
刊
さ
れ
た
。
本

学
大
学
史
資
料
室

編
。

　
巻
頭
に
日
髙
義

博
理
事
長
と
佐
々

木
重
人
学
長
に
よ

る
対
談
「
大
学
改

革
の
10
年
と
創
立

１
５
０
年
に
向
け

て
」を
掲
載
。講
演

録
で
は
、
２
０
２

０
年
１
月
に
行
わ

れ
た
日
髙
理
事
長

に
よ
る
「
人
権
と

罪
刑
法
定
主
義
」
を
採
録
し

た
。

　
こ
の
ほ
か
、
大
学
史
資
料

室
の
瀬
戸
口
龍
一
氏
に
よ
る

研
究
論
文
「
大
正
期
前
後
に

お
け
る
商
業
教
育
の
隆
盛
と

大
学
附
属
校
」な
ど
を
掲
載
。

口
絵
で
は
20
年
９
月
に
挙
行

さ
れ
た
創
立
１
４
０
周
年
記

念
式
典
の
模
様
を
写
真
で
紹

介
し
て
い
る
。

紹  介

校
友
新
社
長

岡
田
靖
氏
（
お
か
だ
・
や
す

し

平
５
経
済
）
オ
リ
ッ
ク

ス
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
㈱
取
締
役

社
長
に
１
月
１
日
付
で
就

任
。
本
社

東
京
都
。
個
人

向
け
金
融
サ
ー
ビ
ス
業
。

二
宮
康
真
氏
（
に
の
み
や
・

や
す
ま
さ

平
７
文
）
㈱
デ

ジ
タ
ル
ハ
ー
ツ
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
代
表
取
締
役
社
長
Ｃ

Ｅ
Ｏ
に
６
月
24
日
付
で
就

任
。
本
社

東
京
都
。
ソ
フ

選
　
挙
　
結
　
果

▽
大
分
県
豊
後
高
田
市
長
選

挙
（
４
月
18
日
無
投
票
）

佐
々
木
敏
夫
氏
（
さ
さ
き
・

と
し
お

昭
40
経
済
）
再
選

　『
大
学
史
紀
要
』は
希
望
者

に
配
布
す
る
。
送
料
３
９
０

円
分
の
切
手
を
同
封
の
上
、

氏
名
、
送
付
先
を
明
記
し
、

〒
１
０
１
｜
８
４
２
５
　
東

京
都
千
代
田
区
神
田
神
保
町

３
｜
８
専
修
大
学
大
学
史
資

料
室
に
郵
送
。

旴
大
学
史
資
料
室
☎
03
・
３

２
６
５
・
５
８
７
９

「
ど
う
し
て
私
は
」
と
落
ち

込
ん
だ
ら

　
気
づ
い
て
い
ま
す
か
？

　〝
生
き
づ
ら
さ
〞の
正
体

 

荒
木
田
和
子 

著

　
著
者
の
荒
木
田
和
子
さ
ん

（
平
元
文
）
は
本
学
で
心
理

学
を
学
び
、
現
在
は
臨
床
心

理
士
と
し
て
活
躍
す
る
〝
心

の
ケ
ア
の
専
門
家
〞。
福
祉

・
医
療
・
産
業
領
域
で
の
長

年
に
わ
た
る
臨
床
経
験
を
も

と
に
、
多
く
の
現
代
人
が
漠

然
と
抱
く
「
生
き
づ
ら
さ
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
本
書
を
上

梓
し
た
。

　
著
作
の
な
か
で
荒
木
田
さ

ん
は
、
生
き
づ
ら
さ
の
正
体

と
は
「
今
の
私
」
と
「
こ
う

あ
り
た
い
私
」
の
ギ
ャ
ッ
プ

で
あ
る
と
指
摘
。
理
想
を
求

め
る
気
持
ち
が
強
過
ぎ
る
と

生
き
る
こ
と
自
体
が
苦
し
く

な
る
と
述
べ
、
誰
で
も
簡
単

に
取
り
組
め
る
「
心
の
ス
ト

レ
ッ
チ
」
を
推
奨
す
る
。
第

４
章
で
は
「
欲
張
り
を
認
め

る
」
な
ど
、
理
想
で
凝
り
固

ま
っ
た
心
を
ほ
ぐ
す
10
の
エ

ク
サ
サ
イ
ズ
を
紹
介
し
て
い

る
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
、
自
己
理

解
を
深
め
る
た
め
の
「
私
の

ト
リ
セ
ツ
」
づ
く
り
を
は
じ

め
、
実
践
的
な
内
容
が
多
い

点
も
本
書
の
特
徴
の
ひ
と

つ
。
読
み
進
め
る
こ
と
で
プ

ロ
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
受

け
て
い
る
よ
う
な
、
心
晴
れ

る
体
験
が
得
ら
れ
る
一
冊
で

あ
る
。（
Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ 

Ｔ
ｒ
ｉ

ｐ
・
税
込
み
１
４
５
２
円
）

業
績
を
挙
げ
た
女
性
を
顕
彰

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
２
０

１
６
年
度
に
創
設
さ
れ
た
。

　
久
木
元
教
授
は
都
市
地
理

学
が
専
門
。
16
年
に
は
『
保

育
・
子
育
て
支
援
の
地
理
学
』

（
明
石
書
店
）
を
発
表
し
、

子
育
て
支
援
の
多
方
面
の
分

野
に
は
「
地
域
差
」
が
重
要

だ
と
指
摘
。
今
回
の
受
賞
に

あ
た
っ
て
、「
地
理
学
界
に
女

性
の
経
験
や
関
心
に
取
り
組

ん
だ
新
し
い
研
究
領
域
を
切

り
開
い
た
」と
評
価
さ
れ
た
。

就
職
だ
よ
り

　〈
４
年
次
生
へ
〉
相
談
の

様
子
を
見
て
い
る
と
、
志
望

動
機
の
構
築
に
苦
心
し
て
い

る
人
が
多
い
よ
う
で
す
。

　
面
接
で
志
望
動
機
を
問
わ

れ
た
時
に
は
、
自
分
が
何
を

し
て
、
ど
の
よ
う
に
企
業
に

貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
る
か

を
、
採
用
担
当
者
に
伝
え
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
念
入
り
な
企
業
研

究
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
企
業
の
事
業
計
画
・

経
営
方
針
な
ど
を
調
べ
、
十

分
理
解
し
た
う
え
で
、
面
接

に
臨
み
ま
し
ょ
う
。

　〈
３
年
次
生
へ
〉
今
月
実

＜校友＞
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文
・
久
木
元
教
授

第
５
回
小
泉
郁
子
賞
を
受
賞

商
・
太
田
教
授
著
『
日
本
の
道
路
政
策
』

国
際
交
通
安
全
学
会
賞
に

『大学史紀要』第13号刊行『大学史紀要』第13号刊行

ト
ウ
エ
ア
検
証
な
ど
を
行
う

子
会
社
等
の
経
営
管
理
。

施
し
た
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
も
お

伝
え
し
た
と
お
り
、
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
へ
の
参
加
希
望

者
に
対
し
て
受
け
入
れ
先
に

よ
る
「
選
考
」
が
行
わ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
選
考
に

あ
た
っ
て
は
、
多
く
の
場
合

履
歴
書
や
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー

ト
の
提
出
が
求
め
ら
れ
ま

す
。

　
こ
れ
ら
の
書
類
の
記
入
に

は
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
課

が
動
画
配
信
し
て
い
る
「
文

章
力
養
成
講
座
」
や
、
５
月

※対面での相談は

　予約制です

校
友
会
情
報

校
友
会
情
報

下
旬
に
配
信
予
定
の
「
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
Ｅ
Ｓ
の
書
き

方
（
自
己
理
解
・
自
己
Ｐ
Ｒ

編
）・（
ガ
ク
チ
カ
・
志
望
動

機
編
）」
が
役
立
つ
は
ず
で

す
。
ぜ
ひ
視
聴
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

書面表決で実施
2021年度育友会定期総会

　本年度の育友会定期総会は６月５日（土）に開

催し、重要事項をご審議いただく予定でしたが、

新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、

会員皆様の招集開催を行わず、書面表決とさせて

いただきます。議案等の詳細は、５月上旬より育

友会ホームページで公開の「令和３年度定期総会

資料」にてご確認ください。

【育友会ホームページ】

 https://www.ikuyuu.com/


